
臨床腫瘍科 

三嶋 秀行 

 臨床腫瘍科は 2011 年 4 月に新たに開設されました。臨床腫瘍科は、薬物療法を担当する腫瘍

内科、手術と化学療法を集学的に担当する腫瘍外科、緩和ケアを担当する緩和ケア内科で構成され

ています。当院は、地域がん診療連携拠点病院として「がん対策基本法」に基づき、各学会の診療

ガイドラインに準ずる標準的治療と緩和ケアを提供する役割を担っています。また、臨床試

験や治験を積極的に行うことにより、先進的治療を導入することを目指しています。  

外来化学療法室では、看護師、薬剤師、栄養士、MSW とともにチーム医療を実践して、

安全で安心な化学療法を実践してきました。腫瘍内科・外科は院内 cancer board を運営し、

薬物療法だけでなく、診療相談や原発不明癌などに対応してきました。将来的には診療

内容を充実させて、最新のがん薬物療法を担当する診療科として発展させていく予定で

す。  

緩和ケア内科は、現在入院中のがん患者さまに対するがんサポートチームとして活動

している役割をさらに充実発展させ、科として独立することにより、緩和ケア教育研修

だけでなく新たに緩和ケア外来を行ってきました。将来的には緩和ケア病棟の運営を行

うことを目指しています。  

 いずれも 1年目の新しい部署ですのでこれからにご期待下さい。皆様のご協力ご鞭撻をよろし

くお願いいたします。 
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月 

 

里見絵理子：症例から学ぶがん疼痛のマネジメント りんくう医療センター学術講演会 大阪 20

11年 12月 

 

里見絵理子：全身倦怠感。大阪府緩和ケアフォローアップ研修会 2011、大阪、2011年 12月 

 

里見絵理子：がん疼痛事例検討。第 18 回日本緩和医療学会緩和ケア基本教育のための指導者研修

会、大阪、2011年 12月 

 

里見絵理子：神経障害性疼痛の薬物治療～プレガバリンを中心に～。東成区医師会学術講演会、大

阪、2012年 1月 

 

里見絵理子 ：緩和医療における吐き気のマネジメント。 第 12 回大阪緩和医療フォーラム、大

阪、2012年 2月 

 

青野奈々 HIV感染症に合併した原発不明癌の一例 第 4回大阪緩和ケア連携カンファレンス、大

阪、2011年 11月 

 

里見絵理子：倦怠感。がんサポートチームセミナー、大阪、2011年 10月 

 

里見絵理子：Liverpool care pathwayについて。がんサポートチームセミナー、大阪、2011年 7月 

里見絵理子（ファシリテーター） 大阪府立成人病センター地域緩和ケア研修会、大阪、2011年 9

月 

 



里見絵理子（座長）：大阪緩和ケアチーム医療研究会、大阪、2011年 10月  

 

里見絵理子（座長）：症例検討会 第４回大阪緩和ケア連携カンファレンス、大阪、2011年 11月 

 

里見絵理子（座長）：第 6回法円坂緩和ケアセミナー、大阪、2012年 3月 

 

里見絵理子（ファシリテーター）：熊本赤十字病院地域緩和ケア研修会、熊本、2012年 3月 

 

里見絵理子（ファシリテーター）：九州がんセンター地域緩和ケア研修会。福岡、2012年 3月 

 

B-6 

伊藤麻里、由雄敏之、坂根貞嗣、田村猛、田中絵里、荒木学、岩崎竜一朗、末村茂樹、湯口清徳、

長谷川裕子、榊原祐子、外山隆、中水流正一、石田永、三田英治：発症の初期像を確認しえたカポ

ジ肉腫の 1例。第 87回日本消化器内視鏡学会近畿地方会、神戸、2011年 10月 

 

（座長 ) 三嶋秀行 ： 化学療法 大腸 3 。 第 19回日本消化器関連学会週間(JDDW2011) 、 福岡

 、 2011 年 10 月 

 

（座長）   三嶋秀行 ： 外来化学療法の効率化と安全への取り組み 。 第 73 回日本臨床外科学

会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

( 司会 )   三嶋秀行 ： 外科医が緩和ケアで悩まないために 。 大阪外科緩和セミナー 、 大阪 、

 2011 年 5 月 

 

( 座長 )   三嶋秀行 ： 「主題 II  示説 II-6 StageIV の細分類」 。 第 75回大腸癌研究会 、 

東京 、 2011 年 7 月 

 

( 司会 )   三嶋秀行 ： 外来化学療法は今、、、 。 OGSG2011夏季セミナー 、 大阪 、 2011 

年 8 月 

 

( パネルディスカッション司会 )   三嶋秀行 ： 最新の切除不能大腸癌の治療戦略 。 アービタ

ックス学術講演会 2012大阪 、 大阪 、 2012 年 3 月 

 

B-7 

小河原光正，木村剛，上平朝子，白阪琢磨：結核病床を有しないエイズ治療ブロック拠点病院にお

けるクオンティフェロン TB-2G(QFT)測定結果の検討。市民公開講座第 13回白馬シンポジウム in 

札幌、札幌、2011年 5月 

 

小河原光正：細胞検体をもれなく検査に出すには？。 なにわ肺癌講演会、大阪、2011年 10月 

 


